
PCC会員の腕自慢

日本の祭り
コンテスト2010
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みんなで新しい写真体験を！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆様のご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい地球を写そう! 美しい地球を守ろう！ 写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう!

http://npopcc.jp

みんなの写真で表紙を飾ろう!　
作品投稿お待ちしています。 （応募の詳細は→P48）

フォトカルチャー倶楽部

「棚田光る」
久田重一　（長崎県）
日の出と雲海に満足して撮っているとき、田
の持ち主が、水を見に来て早苗が倒れたとこ
ろを直した、その時の光に感動した。

カメラのキタムラ特別協力の
「よみうり風景写真コンテスト2010」より

表紙：「夏の午後」
松野豊　（沖縄県）
同じ地域に住んでいる人どうしでも語り合う
ことが少なくなった現代社会。自然を感じな
がら語り、話し合える場を残して欲しい。

メラのキタムラ特別協力の
「よみうり風景写真コンテスト2010」より

フォトカルチャー倶楽部は創立3年を迎え、本誌を全面リニューアルいたしました。
皆さんのご感想をお待ちしています。
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HASHI〈橋村奉臣〉
68年渡米。74 年NYにHASHIスタジオ設立。世界の企業
500社以上と広告の仕事をする。近年は芸術作品も制
作。東京都写真美術館、国立西洋美術館で個展。自らの作
品制作の傍ら『HASHI 国際写真塾』発足。プロ、アマ問
わず、後進育成に尽力中。http://www.hashi-ipj.com
※この写真は「フォトライフ四季」ホームページhttp://www.kitamura.jp/photo/
shiki/にも掲載しています

アメリカ、ニューヨーク
写真：HASHI

雷雨の中での試合を想定した撮影。全米向けの野外広告用
に撮りおろした内の一枚。プロのフットボール選手が、ボ
ールをキャッチする瞬間を大型カメラで捉えた。指先伸ば
しても届かないボールは、まるでつかめそうでつかめない
人間の願望そのもの。『未完』というタイトルを付けた。
人生は成し遂げることよりも未完の方が多く、より共感で
きる。

「Incomplete- 未完」

HASHI〈橋村奉臣〉『一瞬の永遠』より

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]
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『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

「ナショナル ジオグラフィッ
ク日本版」は、地球の素顔を
伝えるビジュアルマガジンで
す。世界の一流写真家が撮る
美しくて迫力溢れる写真と、
長期間にわたる取材を通じて
得た、歴史的な発見・冒険、
動植物の珍しい生態、想像を
超えた人々の暮らしや文化、
驚くべき科学的成果をお伝え
しています。
http://www.nationalgeograp 
hic.co.jp/

Alaska Stock Images
National Geographic Stock
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カメラのキタムラフォトコンテストは応募数３万
点を超える全国最大規模のフォトコンテスト。一
般公募のほか、全国約1000店舗のカメラのキタ
ムラ店頭からもご応募いただけます。各コンテス
トの上位入賞作品は、本誌や『フォトコンライフ』
に随時掲載します。

日本一のフォトコンテストは
365日チャンスがあります

フォトライフ四季読者が選ぶ
イチオシ読者作品

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

「立浪」
柳沢房親（千葉県）
カメラのキタムラフォトコンテスト2010[春・夏]

7 四季　vol.77 SUMMER

「雷鳴轟く」
田中安秀（鹿児島県）
カメラのキタムラフォトコンテスト2010[春・夏]
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腕自慢部門

日本の祭り2010 写真コンテスト

差
が
ず
い
ぶ
ん
出
て
い
ま
し
た
。
何

十
枚
も
応
募
し
て
、
審
査
に
通
ら
な

か
っ
た
方
は
、
色
が
原
因
で
す
。

平

　自
分
の
写
真
を
繰
り
返
し
見
て
、

練
り
直
す
作
業
を
す
る
と
も
っ
と
上

達
し
ま
す
。

芳

　ま
ず
自
分
の
写
真
を
選
ぶ
こ
と

か
ら
は
じ
め
な
い
と
。

板

　そ
こ
か
ら
上
に
い
く
に
は
、
作

品
か
ら
オ
ー
ラ
を
感
じ
さ
せ
る
、
ぱ

っ
と
見
た
瞬
間
に
惹
き
つ
け
る
も
の

が
ほ
し
い
。

平

　何
か
を
意
図
的
に
写
し
た
と
い

う
よ
り
「
写
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
よ
う
な
感
じ
の
も
の
。
他
の
人
が

真
似
で
き
な
い
作
品
は
残
り
ま
す
。

板

　人
間
と
し
て
、
歴
史
や
伝
統
や
、

地
域
の
人
々
に
敬
う
よ
う
な
気
持
ち

を
持
っ
て
い
な
い
と
。
い
い
写
真
が

撮
れ
る
撮
れ
な
い
以
前
の
問
題
で
す
。

芳

　祭
り
は
郷
土
の
色
な
ん
で
す
ね
。

郷
土
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

色
が
出
て
く
る
と
思
う
。

平

　現
地
に
行
っ
て
、
そ
の
土
地
の

人
に
接
触
す
る
と
ず
い
ぶ
ん
祭
り
の

雰
囲
気
が
違
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

芳

　祭
り
の
撮
影
は
そ
の
準
備
段
階

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

藤田与四夫（富山県射水市）撮影地：富山県

小林一夫（茨城県水戸市）撮影地：茨城県

大村光弘（愛知県岡崎市）
撮影地：愛知県

片山豊相（福岡県北九州市）
撮影地：長野県

後藤博（宮城県塩竈市）
撮影地：山形県

村
上
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷

撮
影
地
：
岩手県



（もっと詳しい座談会の内容は『完全保存版　日本の祭り400　2011年度版』（タツミムック）に掲載予定です）

グランプリ

特選

地
域
の
人
々
に
敬
い

そ
の
郷
土
を
知
る

総評：腕自慢部門
　　　芳賀日向氏
今年は、写真プリントの上手
な人との差がはっきりと目立
ちました。予選を通過した作
品はどれもプリントが美し
い。グランプリは流鏑馬の一
瞬を捉えた藤田氏。フレーム
の中には一部の隙もなく緊張
感に満ちていました。この撮
影場所からの構図を十分に知
った上でしょう。特選の写真
もみなそれぞれが郷土の色に
満ちていて素晴らしい。
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芳

　選
考
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
狙

っ
た
も
の
に
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る

こ
と
、
プ
リ
ン
ト
の
色
調
が
適
切
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
撮
っ
た
人
が

何
を
表
現
し
た
い
か
が
伝
わ
っ
て
く

る
こ
と
で
す
ね
。

平

　応
募
し
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
何

を
見
よ
う
と
し
た
か
。
わ
ざ
わ
ざ
行

っ
て
、
撮
影
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
人
な
り
の
「
目
」
み
た
い
な
も

の
が
あ
る
か
ど
う
か
。

板

　写
真
に
対
し
て
自
分
と
し
て
の

基
準
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
に
は
、
い

い
写
真
展
を
見
に
行
く
こ
と
で
す
。

平

　い
い
本
や
写
真
展
、
作
品
に
接

す
る
こ
と
で
、
目
が
訓
練
さ
れ
て
い

く
。

板

　こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
展
覧
会
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
直
接
会
場
に
行

っ
て
見
る
こ
と
。
今
後
の
プ
リ
ン
ト

が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

芳

　プ
リ
ン
ト
は
人
に
よ
っ
て
色
の

腕だめし部門

日本の祭り2010 写真コンテスト

この「目」で見た祭り
日本全国の祭りの光景が寄せられる、「日本の祭り写真コンテスト」。2010年は10880
点もの応募がありました。審査を終えたあとの審査員の座談会も特別に公開します。

芳賀日向氏　日本・世界の祭りの写真
家。鹿児島市おはら祭り審査委員長。公益
社団法人 日本写真家協会、日本旅行作家
協会会員。
板見浩史氏　福岡県生まれ。公益社団法人 
日本写真協会（PSJ）理事。フォトカルチ
ャー倶楽部理事。
平嶋彰彦氏　写真家、編集者。編集者とし
て『宮本常一　写真・日記集成』など。

審査員

芳
賀
日
向
氏
（
以
下
芳
）

　板
見
浩
史
氏
（
以
下
板
）

平
嶋
彰
彦
氏
（
以
下
平
）

近藤茂久（広島県福山市）撮影地：岡山県

熊田政男（茨城県北茨城市）撮影地：福島県

堀恒夫（福島県喜多方市）
撮影地：福島県

榎本明夫（愛知県知多郡）
撮影地：愛知県

大西幸司（大阪府寝屋川市）
撮影地：島根県

（敬称略）

中
野
英
治
（
山
口
県
下
関
市
）

撮
影
地
：
佐
賀
県

グランプリ特選

１
次
審
査
は
写
真
の
技
術

色
に
気
を
つ
け
、
厳
選

座
談
会
で
は
、
審
査
が
終
わ
っ
た
ば

か
り
の
先
生
方
の
祭
り
写
真
へ
の
熱

い
思
い
が
ほ
と
ば
し
り
ま
し
た
。

総評：腕だめし部門　芳賀日向氏
「腕だめし部門」は、独自の目線での作品が評価され、それぞれの評価内容は違います。グラ
ンプリは、現代風の若い女性と祭りの風景のコントラストを作品とした近藤氏。76歳であり
ながらその若い感性と構成力に審査員一同敬服しました。特選の榎本氏も個性的な作品で一瞬
をうまくユーモラスに捉えていました。入賞したどの作品もそれぞれ心が温まりました。
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丸山光行（長野県長野市）
撮影地：静岡県

山田孝紀（兵庫県加古川市）
撮影地：兵庫県

柏﨑繁毅（兵庫県川西市）
撮影地：長野県

坂田雅哉（新潟県新潟市）
撮影地：新潟県

正成義男（三重県松阪市）
撮影地：岐阜県

近藤勇（茨城県竜ヶ崎市）
撮影地：千葉県

北林禧擴（三重県四日市市）
撮影地：三重県

込
山
定
之（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

撮
影
地
：
神
奈
川
県

鈴木幸保（静岡県浜松市）
撮影地：静岡県

髙岡由美（青森県三沢市）
撮影地：青森県

蒲
澤
隆
治
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

撮
影
地
：
岩
手
県

浦
田
敏
仁
（
北
海
道
札
幌
市
）

撮
影
地
：
北
海
道

岩本好信（東京都八王子市）
撮影地：東京都

内田敬康（埼玉県熊谷市）
撮影地：栃木県

松木芳枝（山形県南陽市）
撮影地：山形県

鳥
橋
絵
美
（
大
阪
府
大
阪
市
）

撮
影
地
：
秋
田
県

山
城
幹
男
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

撮
影
地
：
岩
手
県

塩井初枝（大阪府堺市）
撮影地：兵庫県

津田マユミ（大阪府大阪市）
撮影地：大阪府

山下義朗（和歌山県田辺市）
撮影地：和歌山県

泉
谷
卓
志
（
岡
山
県
浅
口
市
）

撮
影
地
：
岡
山
県

小松将勲（高知県高知市）
撮影地：高知県

岩本勍子（奈良県大和高田市）
撮影地：高知県

大
坪
実
（
佐
賀
県
小
城
市
）

撮
影
地
：
佐
賀
県

大
井
幸
枝
（
山
口
県
萩
市
）

撮
影
地
：
長
崎
県

今村恭一（福岡県宮若市）
撮影地：福岡県

大野隆幸（福岡県福岡市）
撮影地：熊本県

鶴丸孝文（佐賀県小城市）
撮影地：熊本県

今井昭男（福岡県北九州市）
撮影地：福岡県

柳
原
薫
彦
（
大
阪
府
池
田
市
）

撮
影
地
：
京
都
府

入選

日本の祭り2010 写真コンテスト

写真の技術よりも、〝ほっとする瞬間〟を写す 腕だめし部門
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込
山
定
之（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

撮
影
地
：
神
奈
川
県

塩見芳隆（京都府京都市）
撮影地：滋賀県

滝井千恵子（静岡県静岡市）
撮影地：広島県

曽根由香（埼玉県さいたま市）
撮影地：岐阜県

竹内虎次（岡山県倉敷市）
撮影地：岡山県

IDHAM KHALID（静岡県浜松市）
撮影地：静岡県

島川裕雄（長野県諏訪郡）
撮影地：長野県

高木真優美（大阪府大阪市）
撮影地：奈良県

松下敏和（兵庫県姫路市）
撮影地：兵庫県

熊谷仁志（秋田県秋田市）
撮影地：青森県

浦
田
敏
仁
（
北
海
道
札
幌
市
）

撮
影
地
：
北
海
道

大
村
勇
二
（
北
海
道
江
別
市
）

撮
影
地
：
北
海
道

高橋正仁（山梨県上野原市）
撮影地：東京都

高橋真一（秋田県秋田市）
撮影地：秋田県

佐藤仁（秋田県秋田市）
撮影地：秋田県

むらうちかつお（北海道二海郡）
撮影地：北海道

館山昇（青森県青森市）
撮影地：岩手県

秋山秀樹（北海道札幌市）
撮影地：北海道

鳥
橋
絵
美
（
大
阪
府
大
阪
市
）

撮
影
地
：
秋
田
県

河口毅（岡山県岡山市）
撮影地：広島県

奥永収（山口県熊毛郡）
撮影地：山口県

砂川朝雄（香川県さぬき市）
撮影地：徳島県

田中昭三（広島県広島市）
撮影地：香川県

石川賢一（高知県高知市）
撮影地：高知県

見
崎
賢
一（
熊
本
県
宇
土
市
）

撮
影
地
：
熊
本
県

森
田
光
郎（
広
島
県
福
山
市
）

撮
影
地
：
愛
媛
県

織野明弘（徳島県徳島市）
撮影地：福岡県

河野彰子（高知県香南市）
撮影地：高知県

西山京子（福岡県北九州市）
撮影地：福岡県

江口孝一（長崎県佐世保市）
撮影地：佐賀県

大坪政男（熊本県熊本市）
撮影地：熊本県

林
由
樹
（
三
重
県
志
摩
市
）

撮
影
地
：
和
歌
山
県

遠
藤
光
雄
（
新
潟
県
長
岡
市
）

撮
影
地
：
新
潟
県

入選

インクジェットプリントではグランプリは狙えない 腕自慢部門

（敬称略）
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夏
の
表
情

Ｐ
Ｃ
Ｃ
主
催
の
写
真
教
室
（
→
P38  

）
で
は
、

フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
持
っ
た
講
師
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
方
の
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
講
師
自
身
の
写
真
に
も
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
撮
っ
た
写
真
の
数
々
。

長
時
間
露
光
し
た
夏
空
、
水
と
遊
ぶ
子
ど
も
。
苔
む
し
た
谷
に
差
し
込
む
光
芒
、

バ
ル
ブ
撮
影
し
た
花
火
の
咲
く
様
、
文
字
通
り
「
流
れ
る
よ
う
に
舞
う
」
人
々
。

P
C
C
会
員
が
切
り
取
っ
た
夏
の
表
情
を
見
て
、
あ
な
た
だ
け
の
表
情
を
探
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

「奥穂高から涸沢カール」荒川豊

PCC 会員の
腕自慢

「水遊び子ども」小林弥生

「花火」酒井宏和

「光射す谷」許宗健

「『おわら』舞う」黒田 徳宏

フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
詳
細
は
→
P
35

「
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
四
季
」で
は
、P
C
C
会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
号
の
テ
ー
マ
は
「
秋
」。
応
募
の
き
ま
り
→

P48
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{     }

巻
か
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
。
週
３
回
、

合
気
道
の
道
場
に
通
っ
て
汗
を
流
し

て
い
る
芳
賀
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、

怪
我
で
も
さ
れ
た
の
か
と
心
配
し
、

お
尋
ね
す
る
と
…
。

「
こ
れ
が
あ
る
と
楽
な
ん
で
す
。
下

が
砂
利
で
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
も
痛

く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
…
。
私
は
体
が

大
き
い
か
ら
、
普
通
に
身
を
か
が
め

て
も
後
ろ
の
人
の
邪
魔
に
な
っ
て
し

ま
う
。
で
も
両
膝
を
つ
け
て
身
を
か

が
め
る
と
、
地
上
30
セ
ン
チ
く
ら
い

の
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
影
で
き
る

ん
で
す
。
服
が
汚
れ
る
の
が
心
配
な

ら
、
オ
ー
バ
ー
パ
ン
ツ
を
履
け
ば
い

い
ん
で
す
よ
」

目
の
前
で
実
演
し
て
く
れ
た
芳
賀

さ
ん
。
１
８
０
セ
ン
チ
の
長
身
が
み

る
み
る
う
ち
に
小
さ
く
な
り
、
地
面

を
這
う
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に
。

C
a
n
o
n 
E
O
S 

5 

D 

M 

a

 

r 

k
Ⅱ
は
、
す
ぐ
れ
た
描
写
性
能

の
ほ
か
に
、
芳
賀
さ
ん
に
新
し
い
表

現
の
可
能
性
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
E
Ｏ
S
シ
リ
ー
ズ
初
搭
載
の

フ
ル
Ｈ
 D
動
画
撮
影
機
能
。

「
取
材
中
、
動
画
を
撮
り
っ
ぱ
な
し

に
し
、
後
で
音
源
だ
け
を
抜
き
出
し

て
編
集
す
る
ん
で
す
。
笛
や
太
鼓
の

音
も
祭
り
の
大
切
な
要
素
。
写
真
と

一
緒
に
こ
れ
を
流
す
と
、
祭
り
の
臨

場
感
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
ん
で
す

よ
。
で
も
最
近
は
凝
り
す
ぎ
て
し
ま

い
、
編
集
に
と
て
も
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
（
笑
）」

祭
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
音
源

と
写
真
は
ブ
ロ
グ
で
公
開
中
で
す
。

ポンチョ＆シャワーキャップ

撮影機材＆持ち物リスト

「三度同じ祭りに通うと
うまく撮れる」

芳賀日向（はが・ひなた）
1956年、長野県生まれ。成蹊大学法学部、米国西
イリノイ州立大学文化人類学科卒業。国内外の祭・
民族・文化を中心に撮影し、取材訪問国は47カ国
に及ぶ。公益社団法人日本写真家協会・（社）全日
本郷土芸能協会会員。趣味の合気道は現在四段。山
伏の免許を持つ（山伏名は「芳賀陽晃」）。
芳賀ライブラリー　http://hagafoto.jp
ブログ　http://blog.omatsuri-japan.com/

突然の雨から機材を守るため、芳賀さんは
いつもバッグに雨具を忍ばせています。大
きめのポンチョは遊園地の売店で100円で
購入。カメラをレンズごとすっぽり包むシ
ャワーキャップは、ホテルのバスルームに
あったものを拝借して使っています。

膝サポーター
最前列での撮影では、後ろの人の邪魔にな
らないように、地面に膝をついて身を低く
しなければなりません。そんなとき、合気
道用の膝サポーターが重宝します。また、
オーバーパンツを用意しておけば、汚れも
気にならずにすみます。

カメラバッグの中身。ストロボの外部バッテリ
ーを含めても総重量は7kgに満たない。

【カメラボディ】Canon EOS 5D、Canon EOS 
5D MarkⅡ　【 交 換 レ ン ズ 】EF70−200mm 
F2.8L USM、EF24-105mm F4L IS USM、
EF17-40mm F4L USM　【ストロボ】スピード
ライト550EX（ディフューザー付き）　【その
他】CFカード（16GBを4枚）、単3形アルカリ
電池（ストロボ用の予備バッテリー）、クリー
ニングクロス、ポンチョ＆シャワーキャップ、
携帯ライト（夜の祭りでは欠かせない）、パー
マセルテープ（光の漏れを防ぐ遮光テープだが、
手で切れるので何かと便利）、日本写真家協会
のプレスカードと腕章

「本やインターネットを駆使した事前の情報収集は
大事ですが、祭りの撮影は一度でうまくいくことは
ありません。祭りの性格や進行を体験的に知り、現
地の人々と言葉を交わすなどして生の情報を得なけ
れば、決定的なシーンを押さえることは難しいから
です。そのためには、同じ祭りに何度も足を運んで、
失敗を繰り返すことが大切。最初の撮影は場所取り
の調査を兼ね、二度目は練習、三度目にようやく本
番を迎えるくらいの気持ちで、ねばり強く取り組ん
だほうが、傑作をものにする近道になる場合が多い
ようです」

脚立
名刺入りストラップを取り付けた愛用の脚
立。場所取りの間は、ここに腰を下ろして、
体力の温存をはかります。二段と三段を所
有していますが、通常の撮影では二段を使
用することのほうが多いです。

プロの金言

プロが教えてくれた

お役立ちグッズ

高
画
質
一
眼
レ
フ
の

動
画
撮
影
機
能
を
活
用
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「
意
外
に
少
な
い
で
し
ょ
？
」
と
芳

賀
さ
ん
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
荷
物

は
日
帰
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
よ
り
も
少

な
い
が
、「
こ
れ
だ
け
で
大
丈
夫
！
」

な
の
だ
そ
う
で
す
。

「
祭
り
の
撮
影
で
い
ち
ば
ん
重
要
な

の
は
機
動
力
。
２
台
の
ボ
デ
ィ
に
２

本
の
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
を
取
り
付
け
、

い
つ
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
標
準
ズ

ー
ム
と
ワ
イ
ド
系
ズ
ー
ム
に
な
り
ま

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
望
遠
ズ
ー

ム
を
取
り
付
け
て
撮
影
に
備
え
ま
す
」

愛
用
の
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
は
、
戦
地

取
材
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
向
け
の
輸
入

品
。
体
格
の
い
い
芳
賀
さ
ん
が
身
に

付
け
る
と
そ
れ
は
ま
る
で
ガ
ン
ベ
ル

ト
で
あ
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
っ
た

カ
メ
ラ
は
二
丁
拳
銃
の
よ
う
で
す
。

「
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
い
た

頃
は
、
中
判
カ
メ
ラ
も
併
用
し
て
い

た
の
で
フ
ィ
ル
ム
も
た
く
さ
ん
必
要

で
し
た
が
、
今
は
こ
れ
だ
け
で
済
み

ま
す
。
基
本
的
に
は
三
脚
も
不
要
。

デ
ジ
タ
ル
に
な
っ
て
か
ら
は
ず
い
ぶ

第
１
回
目
は
、
祭
り
写
真
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
芳
賀
日
向
さ
ん
が
登
場
。
都

内
の
事
務
所
に
伺
う
と
、
約
束
の
時
間
よ
り
も
前
だ
と
い
う
の
に
、
芳
賀
さ
ん

は
上
か
ら
下
ま
で
撮
影
用
の
服
に
着
替
え
、
準
備
万
端
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
身
軽
に
な
り
ま
し
た
よ
。
も
し
か

し
た
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
よ
り
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）」

プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
、
道
具
は
必
要

最
低
限
に
抑
え
、
そ
の
ぶ
ん
機
動
性

を
高
め
て
、
現
場
で
は
自
分
の
足
で

動
き
回
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
道
具

に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
私
た
ち
ア
マ
チ

ュ
ア
に
と
っ
て
は
、
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
る
言
葉
で
す
。

祭
り
の
撮
影
で
一
番
大
切
な
の
は

マ
ナ
ー
だ
と
語
る
芳
賀
さ
ん
は
、
服

装
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

「
お
祭
り
で
は
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た

自
分
が
、
背
景
の
一
部
と
し
て
、
他

人
の
写
真
に
写
り
こ
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
派
手
な
服
装
を

し
て
い
る
と
、
主
役
よ
り
も
目
立
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
撮

影
で
は
列
の
前
に
出
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
の
で
、
私
は
で
き
る
だ
け
地

味
な
服
装
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

服
装
と
い
え
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
気

に
な
っ
て
仕
方
な
い
の
が
、
両
膝
に

祭り写真家・芳賀日向の
撮影装備

動画撮影機能をフルに使う
Canon EOS Mark Ⅱ

怪我ではありません。
膝を守るサポーター

普段はこの上に
オーバーパンツを履いています 祭り撮影は機動力

Vol.1　芳賀日向

毎
回
プ
ロ
の
写
真
家
の

仕
事
場
に
お
邪
魔
し
て
、

愛
用
の
機
材
や
、

撮
影
に
便
利
な
アイ
テ
ム
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

前
列
で
身
を
か
が
め
て

撮
影
す
る
た
め
に
…

機
動
性
を
高
め
て
、

自
分
の
足
で
動
き
回
り
た
い

思
い
出
を

つ
く
る

道
具
た
ち

愛知県北設楽郡に伝わる花祭。巨大な
鬼面を付けた鬼の舞が夜通し行われ
る。「隣の天狗がじっと僕を見ていた
のには、この写真を見るまで気づきま
せんでした」と芳賀先生。投げられた
榊を手に持って撮影を続けたそうで
す。



・子どもが大きくなり押入れの中に眠っている
・おじいちゃんの古いアルバムを発見
・自分が幼いころの写真を実家から持ってきた

2.

「楽しい浮
き輪」浜中

義孝

「うみぼうず」国場奈津希

「ぬれても平気だよ！」園田卓也

このページに掲載している作品は、カメラのキタムラ主催のフォトコンテストの入賞作品です

http://www.kitamura.jp

・旅行に一緒に行った友達にもらった写真
・自分の結婚式の写真を出席者にもらった
・アルバムに入れきれていない写真

1. バラバラになっている写真をどうにかしたい

・旅行先でもらったパンフレットを一緒に
・子どもの絵や作文を取っておきたい
・もらった年賀状がたまっている

3.写真以外の紙の思い出を残したい

しまいっぱなしのアルバムを
どうにかしたい

紙・写真をデータに保存

紙・写真をデータに保存

アルバムそのままＤＶＤ/フォトブック

・ビデオカメラが故障して８ミリビデオが見られない
・ビデオデッキの買い替えでＶＨＳが見られない
・ビデオカメラから自分でダビングができない

4.せっかく撮ったビデオが見られない

ビデオテープをＤＶＤ/ブルーレイにダビング

詳しくは

「楽しい浮
き輪」浜中

義孝

「うみぼうず」国場奈津希「うみぼうず」国場奈津希「うみぼうず」国場奈津希

「ぬれても平気だよ！」園田卓也

キタムラ　データ保存

思い出を撮りっぱなしにしていませんか？ カメラのキタムラでは、みな
さんのさまざまな写真のお困りごとに対応するサービスを用意しています。
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あなたの写真の
お困りごとはなんですか？

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写

真
や
ネ
ガ
。
旅
先
で
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
入
場
券
。
友
人
か
ら
も
ら

っ
た
絵
葉
書
、
手
紙
。
子
ど
も
の

描
い
た
絵
や
通
知
表
。
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
も
の
を
な
か

な
か
う
ま
く
整
理
で
き
ず
、
適
当

に
し
ま
い
こ
ん
で
あ
る
な
ん
て
こ

と
、
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
や

家
族
旅
行
で
撮
っ
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
見
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
再
生

で
き
な
か
っ
た
。
な
ん
て
こ
と
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
機
械
の
故
障

や
映
像
機
器
の
買
い
替
え
で
、
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。

今
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

も
、
写
真
な
ど
の
紙
や
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
は
劣
化
や
紛
失
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
一
度
汚
れ
て
し
ま
っ

た
ら
二
度
と
元
に
は
戻
ら
な
い
の

で
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
前
に
で

き
る
だ
け
き
れ
い
な
状
態
で
保
存

し
た
い
、
と
い
う
の
は
誰
も
が
思

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
お
ス
ス
メ
な
の
が
、
Ｐ

Ｃ
Ｃ
賛
助
企
業
で
あ
る
カ
メ
ラ
の

キ
タ
ム
ラ
で
は
じ
ま
っ
た
「
デ
ー

タ
変
換
・
保
存
サ
ー
ビ
ス
」。
写
真

や
手
紙
な
ど
の
紙
、
ま
た
は
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ー
タ

に
し
て
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
入
れ
て

も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

「
紙
」
と
「
デ
ー
タ
」
の
両
方
で

保
存
し
て
お
け
ば
、
万
一
思
い
出

の
品
に
カ
ビ
や
傷
み
が
発
生
し
て

し
ま
っ
て
も
安
心
。
さ
ら
に
複
数

枚
作
れ
ば
、
ご
家
族
や
親
戚
の
方

に
も
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
に
す
る
こ
と
で
ほ
か
に

も
た
く
さ
ん
の
利
点
が
生
ま
れ
、

利
用
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い

た
写
真
な
ど
を
ま
と
め
て
デ
ー
タ

化
す
る
と
整
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
。

パ
ソ
コ
ン
で
気
軽
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
メ
ー
ル
送
信
や

ブ
ロ
グ
掲
載
も
自
由
自
在
。
懐
か

し
い
写
真
を
家
族
や
友
人
に
送
信

し
た
り
、
ブ
ロ
グ
で
生
い
立
ち
を

紹
介
し
た
り
し
て
も
ス
テ
キ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

コ
ピ
ー
す
れ
ば
、
お
子
さ
ま
の
写

真
な
ど
を
気
軽
に
持
ち
歩
け
ま
す
。

いつの間にかたまってしまい、見る機会もあまりなく
なった写真

データ化で取りだしが簡単に、すぐ見ることができる

ま
た
、
デ
ー
タ
を
集
め
て
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
を
作
る
の
も
お
ス
ス
メ
。

幼
い
頃
の
写
真
で
自
分
史
を
作
る
、

な
ん
て
こ
と
も
で
き
ま
す
。
写
真

だ
け
で
な
く
、
昔
描
い
た
お
絵
か

き
な
ど
も
入
れ
る
と
、
よ
り
思
い

出
深
い
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
が
完
成
し

ま
す
。
懐
か
し
い
家
族
の
写
真
で

作
れ
ば
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た

ね
ぇ
」
と
話
も
盛
り
上
が
る
は
ず
。

一
冊
ず
つ
手
渡
す
と
思
い
出
を
み

ん
な
で
分
か
ち
合
え
ま
す
。
お
子

さ
ま
が
描
い
た
絵
を
デ
ー
タ
化
し

た
も
の
と
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た

お
子
さ
ま
の
写
真
で
作
っ
た
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
な
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
一
番
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
、

し
ま
い
っ
ぱ
な
し
で
は
も
っ
た
い

な
い
！

　デ
ー
タ
に
し
て
楽
し
く

有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ば
ら
ば
ら
の
写
真
、

撮
影
ツ
ア
ー
で
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

取
っ
て
お
く
の
に
い
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
届
い
た
メ
ー
ル

　

も
う
写
真
の
置
き
場
に
困
ら
な
い

思
い
出
は
紙
と
デ
ー
タ
で
残
す

思
い
出
を

保
管
す
る

新
方
法

写
真
は
見
返
す
と
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
が
、
撮
り
っ
ぱ
な
し
で

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
と
き
に
ど
う
し
た
ら
い

い
か
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

思
い
出
を
複
製
し
て

家
族
や
親
戚
に
渡
す

ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
し
た
り

ス
マ
ホ
で
自
慢
し
た
り

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
し
て

思
い
出
を
共
有

16
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早撮りを使えば、撮影は９月までのラクラクな時期に、お参りは10〜11月のシーズンに、と選べます。
お参り用の衣装レンタルも早い時期に予約すれば安心。
※店舗により料金、サービスが変わります。詳しくはお近くの店舗までお問い合わせください。

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

今
か
ら
七
五
三
の
撮
影
？

　と

思
っ
て
い
る
方
は
多
い
で
す
ね
。

P
C
C
賛
助
企
業
の
ス
タ
ジ
オ

マ
リ
オ
で
は
、６
月
30
日
ま
で「
七

五
三
超
早
撮
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

中
。
早
め
の
予
約
に
は
、
た
く
さ

ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
そ
う
で
す
。

七
五
三
の
当
日
近
く
に
な
る
と
、

予
約
は
い
っ
ぱ
い
、
混
ん
で
い
て

大
変
で
す
。
ピ
ー
ク
よ
り
早
め
の

５
〜
６
月
だ
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
タ
ジ
オ
で
ラ
ク
ラ
ク
撮
影
が

で
き
ま
す
。

お
着
替
え
は
何
着
で
も
無
料
。

た
く
さ
ん
の
衣
装
の
中
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

七
五
三
撮
影
は
夏
前
が
勝
負

夏
に
よ
そ
ゆ
き

　ス
タ
ジ
オ
で
撮
る

スタジオマリオの七五三早撮りキャンペーン

着付け、ヘアメイクはスタジオマリオにお任
せでらくらく

まずは衣装を見にお店に行ってみては？

1.七五三撮影料3,150円（税込）が無料 3.お買い上げ金額に応じて選べるプレゼント2.千歳飴をもれなくプレゼント

ゆ
っ
た
り
撮
影
が

で
き
る
の
で
ら
く
ら
く

衣
装
が
た
く
さ
ん

揃
っ
て
い
る

着
物
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
七
五

三
撮
影
を
さ
れ
た
方
に
お
参
り
用

の
着
物
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
ま
す
。
撮
影
に
は
平
均
２

〜
３
時
間
か
か
る
と
い
わ
れ
、
お

子
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
撮

影
と
お
参
り
を
別
の
日
に
す
る
の

は
い
い
で
す
ね
。「
２
度
着
物
が

着
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
し
て
自
分
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
の
も
楽

し
い
で
す
が
、
節
目
の
行
事
に
は
き
ち
ん
と
ス
タ
ジ
オ

で
撮
っ
た
写
真
を
残
し
た
い
も
の
。
暑
い
夏
こ
そ
、
快

適
な
ス
タ
ジ
オ
撮
影
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

18

大
胆
な
ア
ッ
プ
で
撮
影
で
き
ま
す
。

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
は
上
か

ら
撮
影
す
る
の
も
苦
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
大
き
く
な
っ
て
き
た

ら
台
の
上
に
乗
る
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
工
夫
す
る
と
上
手
に
撮
れ
ま
す
。

公
園
の
遊
具
な
ど
で
遊
ん
だ
り

し
て
い
る
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

お
気
に
入
り
の
写
真
が
た
く
さ

ん
撮
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｃ
Ｃ
賛
助
企
業
の
カ
メ
ラ
の

キ
タ
ム
ラ
で
は
、
最
短
30
分
で
仕

上
が
り
、
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

シンプルさが人気です！ オシャレな中身が評判です！ 最短30分で仕上がります １冊から注文ＯＫ

上から撮ると、周りのものによってはこんな幻想的な写真になり
ます

http://www.kitamura-jp

店頭の受付機でカンタンに注文できます。撮影済みメモリーカードをお持ちください。
インターネットならご自宅からご注文できます。

プレミアム！フォトブック
ベーシック

プレミアム！フォトブック
アレンジ

スピード！フォトブック
フォトブックスクエア

ビッグ！フォトブックA4タイプ
アレンジ

※表紙は12種から選べます

※実際の色と異なる場合がございます。※データのバックアップは必ずお取りください。

※表紙は16種から選べます ※カバー表紙は選べます ※カバー表紙は選べます

お座りをしている頃は難なく
上から撮れます

ど
の
位
置
か
ら
カ
メ
ラ
を
向
け

る
か
で
写
真
の
印
象
が
ず
い
ぶ
ん

変
わ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ア
ン

グ
ル
か
ら
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

同
じ
高
さ
で
撮
る
だ
け
で
な
く
、

下
か
ら
見
上
げ
る
感
じ
で
カ
メ
ラ

を
構
え
れ
ば
、
普
段
見
た
こ
と
の

な
い
新
鮮
な
表
情
が
撮
れ
ま
す
。

中
で
も
お
ス
ス
メ
な
の
は
、
上

か
ら
見
下
ろ
す
感
じ
で
カ
メ
ラ
を

構
え
る
ハ
イ
ア
ン
グ
ル
撮
影
。
か

わ
い
ら
し
く
、
子
ど
も
ら
し
さ
が

強
調
さ
れ
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
構
え

て
「
撮
る
ぞ
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
さ
ら
に
一
歩
前
に
出
る
と
、

立って見下ろすとぎりぎりですが撮れました

台に乗って上から撮りまし
た

キタムラ フォトブック

たくさん撮ったらフォトブックにする

子
ど
も
の
い
ろ
ん
な
表
情
を

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に

夏
の
お
で
か
け

　外
で
撮
る

思
い
出
の

残
し
方

２
通
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
宝
庫
で
あ
る
夏

の
お
で
か
け
は
、
し
っ
か
り
思
い
出
の
写
真

と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
も
の
。
で
も
い
つ

も
同
じ
よ
う
な
写
真
に
な
っ
て
し
ま
う
と
お

悩
み
の
人
は
、
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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かねたけ・たけし　写真の技術を独学で学び30歳で写真家として独立、独自の手法で撮った打上花火の写真を発表し続けている。5月にはアメリカ向けにibookストアから電
子書籍の写真集が発表された。1963年生　神奈川県横浜市在住。http://blogs.yahoo.co.jp/fire5220jp　

シャッターを押すタイミングがずれると、迫力
のある写真でなくなってしまうので、上がった
ところからシャッターボタンを押しましょう

単
発
の
打
上
花
火
は
Ａ
Ｆ
設
定
が

効
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ン

ト
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｍ
Ｆ
）
の
「
置

き
ピ
ン
撮
影
」
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｍ
Ｆ
が
苦
手
な
人
は
、
花
火
が
上
が

っ
た
と
き
に
Ａ
Ｆ
で
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
ま
す
。
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
ら
、
Ｍ

Ｆ
に
切
り
替
え
ま
す
。
次
に
上
が
っ

た
花
火
を
撮
影
す
れ
ば
ピ
ン
ト
の
合

っ
た
写
真
が
撮
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
発
目
か
ら
撮
影
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
抵
は
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
素
晴
ら
し
い
花
火
が
た
く

さ
ん
上
が
る
の
で
、
前
半
は
ピ
ン
ト

合
わ
せ
を
し
、
後
半
か
ら
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
に
か
け
て
し
っ
か
り
撮
影
で

き
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
バ
ル
ブ

（
Ｂ
）
に
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
レ
リ
ー

ズ
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
使
い
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
い
る
時
間
を
自

分
で
調
整
し
ま
す
。

花
火
の
打
ち
上
げ
音
と
共
に
シ
ャ

ッ
タ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
、
上
空
で
花

火
が
開
花
し
火
の
粉
（
星
）
が
完
全

に
消
え
た
の
を
見
て
か
ら
指
を
離
し

ま
す
。
花
火
は
大
き
さ
に
よ
り
開
花

し
て
い
る
時
間
が
違
う
の
で
、
こ
の

方
法
を
使
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
ピ
ン
ト
＆
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
】

１ 

Ｍ
Ｆ
に
切
り
替
え
「
置
き
ピ
ン
」
を
使
う

２ 

前
半
は
ピ
ン
ト
合
わ
せ
。
後
半
だ
け
撮
る

３ 

花
火
が
開
き
き
る
ま
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
離
さ
な
い

ありがちなNG

昔は「花火を撮るなら絞りＦ８で」と
いわれていましたが、それでは、露出
オーバーになってしまうことも

マニュアル露出にして、シャッタースピードはバルブ
にしておくこと

近
年
の
花
火
は
色
鮮
や
か
で
明
る

い
タ
イ
プ
が
増
え
て
い
ま
す
。
露
出

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
）
で
も
写
り
ま

す
が
、
一
瞬
に
し
て
明
る
さ
が
変
化

す
る
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
露
出
（
Ｍ
）

が
お
す
す
め
で
す
。

花
火
に
合
わ
せ
て
絞
り
を
選
べ
ば
、

す
べ
て
の
花
火
を
適
正
露
出
で
撮
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
初
め
て
花
火

の
撮
影
に
挑
む
人
に
は
難
し
い
で
す
。

ま
ず
は
I
S
O
1
0
0
に
設
定
し

て
Ｆ
13
で
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
間
色
の
花
火
の
鮮
や
か
さ
を
表

現
す
る
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス

（
Ｗ
Ｂ
）
を「
白
熱
灯
」
に
す
る
の
が

お
す
す
め
。
し
か
し
、
日
本
古
来
の

オ
レ
ン
ジ
色
が
強
い
花
火
は
オ
ー
ト

か
「
太
陽
（
デ
イ
ラ
イ
ト
）」
に
。
進

行
表
を
見
な
が
ら
、
次
に
上
が
る
花

火
に
合
わ
せ
て
Ｗ
Ｂ
を
変
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

【
露
出
＆
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
】

１ 

ま
ず
は
I
S
O
1
0
0
、
Ｆ
13
で
撮
っ
て
み
る

２ 

中
間
色
の
花
火
は
「
白
熱
灯
」
モ
ー
ド
で

３ 

進
行
表
を
見
な
が
ら
次
の
花
火
の
設
定
に

ありがちなNG

20

持ち物一式。花火大会の情報を仕入
れて行くのも大切です

三脚は低く設置して、座って撮影しま
しょう

花火撮影では、三脚を低く
はじめてのデジタル一眼カメラ講座

写真・文　金武 武

撮
影
に
必
要
な
機
材
は
、
標
準
ズ

ー
ム
レ
ン
ズ
、
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
、

予
備
メ
デ
ィ
ア
、
三
脚
、
ケ
ー
ブ
ル

レ
リ
ー
ズ
な
ど
。
会
場
の
様
子
が
わ

か
ら
な
い
場
合
、
私
は
12
ミ
リ
か
ら

２
０
０
ミ
リ
ま
で
の
レ
ン
ズ
を
用
意

し
て
い
き
ま
す
が
、
重
く
て
大
変
な

の
で
、
初
心
者
の
方
は
標
準
ズ
ー
ム

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

次
に
マ
ナ
ー
で
す
が
、
花
火
会

場
の
最
前
列
で
は
座
っ
て
撮
影
し

ま
し
ょ
う
。
座
る
と
三
脚
を
低
く

設
置
で
き
、
安
定
し
て
ブ
レ
に
く

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
適
な
撮

影
ポ
イ
ン
ト
を
見
極
め
る
目
も
必

要
で
す
。
場
所
選
び
か
ら
花
火
の

撮
影
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
花
火
師
さ
ん
達
が
命
が

け
で
打
ち
上
げ
て
い
る
花
火
に
は

敬
意
を
払
い
た
い
で
す
ね
。

【
持
ち
物
＆
マ
ナ
ー
】

１ 

標
準
レ
ン
ズ
を
持
っ
て
い
く

２ 

後
ろ
に
人
が
い
る
と
き
は
座
っ
て
撮
影

３ 

最
適
な
場
所
選
び

思
い
出
を

残
す

テ
ク
ニッ
ク

夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
花
火
大
会
。
せ
っ
か
く
花
火
を
撮
り
に
行

く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な
ら
、
撮
影
方
法
の
知
識
を
得
て
か
ら
臨
み
ま
し
ょ
う
。

花
火
は
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
最
大
の
芸
術
！

　楽
し
み
な
が
ら
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



23 四季　vol.77 SUMMER

船
（
ふ
ね
）

曇
り
空
（
く
も
り
ぞ
ら
）

①
線
路
上
の
橋
か
ら
の
撮
影
は
直
線
が
ハ
ッ
キ

リ
し
て
い
る
ヌ
ケ
の
良
い
写
真
に
な
り
ま
す
。

晴
れ
て
い
る
と
あ
っ
さ
り
し
た
印
象
に
な
る
の

で
、
雲
の
あ
る
日
の
方
が
よ
り
印
象
的
に
写
り

ま
す
。

②
雲
を
入
れ
る
時
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
バ
ラ

ン
ス
で
す
。
主
題
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
す
る

に
は
入
れ
す
ぎ
ず
、
入
れ
な
さ
す
ぎ
ず
の
い
い

塩
梅
を
考
え
て
撮
影
し
ま
す
。

①
船
体
や
、
船
か
ら
見
え
る
風
景
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ

る
全
て
の
も
の
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
越
し

の
写
真
は
、
あ
え
て
自
分
を
入
れ
て
み
る
と
い
う
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
動
い
て
い
る
動
物
と
そ
の
場
所
の
雰
囲
気
、
そ
し
て
光
の

当
た
り
具
合
を
見
て
、
一
瞬
で
構
図
を
考
え
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
カ
モ
メ
の
生
活
や
、
カ
モ
メ
同
士
の
や
り
と
り
を
想

像
（
妄
想
？
）
し
な
が
ら
、
写
真
を
撮
る
と
楽
し
く
な
り
ま

す
。 

模
型
（
も
け
い
）

夏
休
み
に
趣
味
で
集
め
て
い
た
模
型
を
持
っ
て
、
外
へ
出

て
み
ま
せ
ん
か
。

①
模
型
を
使
っ
て
本
物
の
よ
う
に
撮
る
に
は
、
場
所
な
ど

を
実
際
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
動
い
て
い
る
車

も
写
す
こ
と
で
よ
り
違
和
感
の
な
い
写
真
に
な
り
ま
す
。

②
道
路
に
も
中
央
線
な
ど
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
平
行
に
模
型
を
向
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
被
写
体
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
の
詳
細
は
→ 

P48
）

①

②

②

①

②

①

22

夏
編

水
滴
（
す
い
て
き
）

被
写
体
大
辞
典
第
１
回

街
中
す
べ
て
が
写
真
の
主
役

た
ま
に
は
カ
メ
ラ
片
手
に
町
に
出
て
み
る
の
は
ど
う
で
す
か
？

五
感
を
フ
ル
活
用
し
、〝
カ
メ
ラ
の
目
〞
に
な
っ
て
見
慣
れ
た
町
を

見
て
み
る
と
、
い
つ
も
歩
い
て
い
る
商
店
街
や
近
所
の
川
、
空
も

作
品
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
撮
影
の
腕
を
上
げ
る
に
は
枚
数

を
撮
る
こ
と
」
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
写
真
教
室
の
先
生
も
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
被
写
体
案
内
で
み
な
さ
ん
の
〝
カ
メ
ラ
の
目
〞
広
が
り
ま

す
よ
う
に
。

夕
方
（
ゆ
う
が
た
）

① 

近
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
付
近

カ
ラ
ス
を
主
役
に
す
る
た
め
に
、
太
陽
の
中

に
カ
ラ
ス
を
入
れ
て
撮
り
ま
し
た
。
被
写
体

が
動
い
て
し
ま
う
場
合
は
ど
の
よ
う
な
構
図

に
す
る
か
を
一
瞬
で
考
え
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

② 

近
所
の
土
手

そ
の
ま
ま
撮
る
と
い
つ
も
見
て
い
る
た
ん
ぽ

ぽ
で
す
が
、
影
絵
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
質
感
な
ど
が
活
き
ま
す
。
し
ゃ
が
ん

で
み
た
り
、
真
上
か
ら
撮
っ
て
み
た
り
、
歩

い
て
い
る
目
線
と
変
え
る
と
新
た
な
発
見
が

あ
り
ま
す
。

③ 

自
転
車

自
転
車
の
入
り
組
ん
だ
形
と
、
そ
の
影
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
よ
う
、
構
図
を
考
え

ま
す
。
見
慣
れ
た
場
所
も
、
カ
メ
ラ
を
通
し

て
見
て
み
る
と
、
見
慣
れ
な
い
場
所
に
。

猫
（
ね
こ
）

夜
行
性
の
猫
は
、
夏
の
暑
い
昼
間
は
寝
て
い
て
、
涼
し
く
な
っ
て
き
た
夕

方
か
ら
動
き
出
し
ま
す
。
い
つ
も
見
か
け
る
猫
に
、
話
し
か
け
な
が
ら
撮

影
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
カ
メ
ラ
の
位
置
も
自
然
に
猫
の
目
線
に
な
り

ま
す
。
ふ
と
し
た
仕
草
や
、
足
の
ア
ッ
プ
を
撮
っ
て
み
る
と
可
愛
さ
が
増

し
ま
す
。

身
近
に
あ
る
植
物
に
水

を
あ
げ
た
あ
と
、
ま
た

は
わ
ざ
と
水
滴
を
垂
ら

し
て
撮
影
。
撮
り
た
い

葉
や
花
の
光
の
当
た
り

具
合
を
見
な
が
ら
、
水

滴
の
位
置
を
調
整
す
る

と
水
滴
も
ア
ー
ト
に
。

①

②③

思
い
出

発
見
講
座
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「第25回シリアスワン写真展」
2010年11月18日（木）～22年11月24日（水）
時移り、人変わるこの24年の長きに亘り、一貫して
児島昭雄先生指導のもと、「何を撮るかはそれぞれの
心の中」と精進を重ねて、今回も会員それぞれの個性
が多彩に会場を飾りました。

フォトギャラリーキタムラは１週間ごとに展示を入れ替え、年間約40団体にご利用いただいています。最近写真
展を開催した方々から、来場者の皆さんへ感謝の言葉が届きました。

それぞれの心の中を写し出して

「第12回キヤノン東京第6支部」
2010年12月2日（木）～12月8日（水）
会員が日頃撮りためた作品の中から、各一点を選んで
出展しました。風景、スナップなどそれぞれの感性で
描いた多様な作品が揃いました。デジタル作品が多く
なっていますが、銀塩派も健闘しています。

デジタルも銀塩も仲良く

「第17回 フォト燦写真展 -気の向くままに-」
2010年11月11日（木）～22年11月17日（水）
私たちは素敵な写真を楽しく撮ろう、そして会員相互
の親睦を深めようと、月1回の写真撮影会と写真研究
会を実施しています。また、年1回の写真展を開催し、
今年第17回目の写真展を開催いたしました。

親睦を深めて17年

「女王～トリアーネィ～一族」原種洋蘭「カトレヤ」2010
2010年11月4日～11月10日
原種のカトレヤにターゲットをしぼり、自然光のみで
立体感、透過性を重視して撮影しました。今回は、特
にカトレヤトリアーネィの数多い中から選りすぐりの
作品全紙30点を展示しました。

女王蘭の魅力を余すところなく

「第10回崑先生を囲む
花の会」
2 0 1 0 年 1 1 月 2 5 日

（木）～12月1日（水）
佐々木崑先生が亡くな
ってから2回目の作品
展となりました。児島
昭雄先生をはじめ、作
品展に賛同された方々
の作品を含み、各自展
示したい作品で飾りま
した。天国より皆の一
生懸命の気持ちを笑顔
で見てくださっている
と信じて。

亡き氏を偲び、花を撮る

第5回フォトギャラリーキタムラ公募展
2010年12月16日（木）～12月27日（月）
恒例の公募展に前回同様、多くの方々にご応募いただ
きました。テーマは特に設けず、各自得意な分野の作
品を展示し、これからも年末の恒例行事にしたいと思
っています。次回のご応募もお待ちしています。

皆の腕自慢が一堂に

「第16回幸友フォトクラブ写真展」
2011年1月20日（木）～1月26日（水）
同じ職場のOB、OGが和気あいあいと楽しんでいるフ
ォトクラブです。風景をはじめ、スナップあり、花あ
り、動物あり、蝶ありとバラエティー豊か。伊奈喜久
雄先生ご指導のもと、16回目を迎えました。

同じ職場の仲間たちの絆が見られました

「第2回津村京子企画展　鳥と共に人と共に」
2011年2月3日（木）～2月9日（水）
知床のオオワシやオジロワシ、タンチョウの親子、夜
行性のコイサギ、川辺のカワセミ、街中でみかけるカ
モメやメグロたちからアメリカの鳥まで。仲間達16
名による約40作品を展示。

あらゆるシーンの鳥がここに

「第7回シャトロー会　写真展　『コンビネーション』」
2011年2月10日（木）～16日（水）
１＋１＝２にはならないところが自然界や世間のおも
しろさです。私たちは、「コンビネーション」と称し
てカメラでいろいろな足し算の妙を撮影してみまし
た。展示は3つのカテゴリーに分けました。

カメラでできる「足し算の妙」

「第4回KiKi－PG写真展」
2010年12月9日（木）
～12月15日（水）
KiKi・P・Gの 写 真展
は、グループ会員が自
由に撮影した作品を出
展しました。風景あり、
花あり、人物あり、特
に今回は、海外旅行で
の作品が多く、ルワン
ダをはじめチュニジ
ア、カンボジアなど色
とりどり。

海外での作品が色とりどり

日本の祭り写真コンテ
スト2010入賞作品展
2011年1月4日（ 火 ）
～1月19日（水）
2010年夏に六本木の
富士フォトサロンで展
示した作品の中から、
好評につきさらに厳選
しての作品展を開
催。日本各地の、あま
り知られていない祭り
の作品も数多く展示し
ました。

思い思いの祭り風景

加賀浅吉写真展「茶馬古道・川蔵公路」
2011年1月27日（木）～2月2日（水）
これまでに古道、沿線景、霊山と展示発表してきまし
た。今回は川倉公路を展示。この公路は雲南省から西
蔵への公路とならび重要な公易公路でした。茶を運
び、馬や衣類を買い付けて戻った路を撮った写真展。

中国の古道の風景

Thanks for Coming
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お
問
い
合
わ
せ
は
P
C
C
事
務
局
☎
０
３
‐
３
３
５
６
‐
３
５
５
２
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。 P

C
C
会
員
限
定

「
な
か
ま
展
」

作
品
募
集

ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
、
撮
っ
て
送
ろ
う

東
京
・
新
宿
に
あ
る
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ

で
は
、
週
替
わ
り
で
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
P
C
C
会
員
限
定
の
公
募
展
を
開
催
す

る
と
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。
詳
し
い
話
を
伺
い
に
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
P
C
C
が
公
募
展
を
や
る
の
は
初
の
試
み
で
す
ね
」

と
館
長
の
岡
村
さ
ん
。「
い
い
写
真
が
撮
れ
た
ら
、
誰

か
に
見
て
ほ
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
写
真
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
展
示
が
初
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
。

入
賞
し
た
方
は
写
真
の
原
板
を
デ
ー
タ
で
送
っ
て
も
ら

い
、
あ
と
の
準
備
は
P
C
C
が
や
り
ま
す
。
皆
さ
ん

は
当
日
、
自
分
の
写
真
が
ど
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
か

を
楽
し
み
に
見
に
来
る
だ
け
で
す
よ
。
来
場
し
た
お
客

さ
ん
に
よ
る
人
気
投
票
も
開
催
し
、
見
事
『
来
場
者
賞
』

に
輝
い
た
方
は
、『
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
四
季
79
号（
12
月
10

日
発
行
）』
の
巻
頭
ペ
ー
ジ
に
作
品
が
載
り
ま
す
」

P
C
C
の
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
こ

の
企
画
。
東
京
・
新
宿
と
大
阪
・
豊
中
店
で
展
示
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
P
C
C
会
員
の
作
品
が
そ
ろ
う
「
な

か
ま
展
」。
お
気
に
入
り
写
真
を
ま
ず
は
応
募
し
ま
せ

ん
か
？

東京の真ん中、新宿にあるフォトギャラリ
ーキタムラ。

豊中市西緑丘3-10-7 カメラのキタムラ豊中・豊中店2F
☎06-6855-6645
10:00-18:00※写真展最終日は15時まで
定休日／年中無休（年末年始は除く）

フォトギャラリーキタムラ 大阪・豊中
新宿区新宿1-2-6　御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577
http://kitamura.jp/photogallery/
10:30-18:30（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15時まで
定休日／日・祝祭日

展示期間
８月11日（木）～８月17日（水）　フォトギャラリーキタムラ東京・新宿
８月21日（日）～９月３日（土）　カメラのキタムラ豊中店

（開館時間・場所は下記をご覧ください）

応募の流れ
７月８日（金）〆切（必着）
展示希望作品を2Lプリントにして、PCC事務局へお送りください。（あて先→P48）
写真の裏には、①会員番号、②氏名（フリガナ）、③作品タイトルを明記してください。
審査の上、入賞作品を90点決定します。
入選された方は、７月14日（水）前後に「作品データの提出のお願い」を郵便でお送りします。

審査員
岡村浩氏（フォトギャラリーキタムラ東京館長）、板見浩史氏（PCC理事）

展示作品プレゼント
展示作品はカメラのキタムラで六つ切りサイズ（203㎜×254㎜）、
ワイド六ツ切り（203㎜×305㎜）でデジタルクリスタルプリントします。
希望の場合は応募時に「展示作品プレゼント希望」と記入してください。
※展示作品の送料はお客様負担とさせていただきます。ご了承ください。

フォトギャラリーキタムラ東京・新宿では、ギャラリーをご利用いただいた方に展示
した写真や記念写真をまとめたフォトブックをプレゼントしています。

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿

「なかま展」募集要項

板見浩史氏による作品講評＆懇親会
日時：８月11日（木）　作品講評：15:00～18:00　懇親会：18:30～20:00　
講評イベント＆懇親会参加希望の場合は作品応募時に「講評イベント／懇親会参加希望」と記入。
※どちらか一方でもご参加いただけます。

「なかま展」オープニング特別イベント

フォトブックサービス中

どんな写真でも大丈夫。写真はパネルに貼
って展示します。

From
Gallery

初
め
て
の
人
も
気
軽
に
応
募

国道171号線

至池田 中央環状線

野畑小学校● ●はるやま

●GS
●バス停野畑小学校前

北
大
阪
急
行

至
箕
面
　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

至
大
阪
市

大阪モノレール

P★

千里中央駅

千
里
中
央
駅

新
御
堂
筋

小路駅

新宿御苑

新宿通り

ギャラリーシリウス●●
１
出
口

花屋●

●堀内カラー

●2出口
至新宿

丸ノ内線
至四ッ谷
●ローソン

★

新宿御苑前駅
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